
縦軸と横軸が交わるとき A 面 

福島県新地町立尚英中学校  八木一真  

東京都北区立飛鳥中学校 本田大輔  

１ 交流授業の実現  

   

 上の写真は、2024 年 7 月 11 日の尚英中学校 3 年 2 組の英語の授業風景です。  

生徒たちはヘッドセットを付けて誰かと会話をしているようです。  

その会話の相手は、外国人でしょうか。  

会話の相手は、東京都北区立飛鳥中学校の本田大輔先生が担当している３年生です。  

この日生徒たちは、各々の用意したマッピングを見ながら、修学旅行で体験したことを相

手にレポートしました。  

ある生徒は笑顔を見せながら、またある生徒は緊張した様子で。  

画面に映る相手に語り掛けるように、修学旅行の報告をしていました。  

相手のレポートの場面になると、生徒たちは真剣にノートにメモを取り始めました。  

各々がマッピングを駆使しながら、発言を整理していました。  

しばらくして手が止まると、生徒たちはメモを見ながらコメントや質問をし始めました。  

“If I have chance to go there, what do you recommend？ ”  

“I envy you because I’ve never been to Kiyomizu -dera temple before.”  

“Did you take a picture with foreign tourists?” 



生徒たちはこれまでの学びを生かし、相手との会話を楽しんでいるようでした。  

   

交流授業が終了すると、生徒たちは真剣に振り返り用紙を書き始めました。  

生徒たちはどのような振り返りを書いていたのでしょうか。  

 

(尚英中 A さん) 

 

(尚英中 I さん) 

 

離れた土地に住んでいる同学年のパートナーと交流授業を行うことは、生徒たちにとって

まさにレアリアとなっていたのでした。  

では、この交流授業はどのようにして実現したのでしょうか。  



２ 交流授業が実現したきっかけ  

 「本田先生、来年はお互いの教室をオンライン授業でつなぎましょう」  

昨年度、卒塾を前に本田先生と私は、オンライン塾での学びをお互いの教室で具現化する

ことを約束しました。  

第３クールに同じ班だった本田先生と私は、令和型指導案の作成から本番の

授業まで、お互いに切磋琢磨しあってきました。  

「交流授業をして、お互いの教室の生徒をさらに成長させたい」  

二人がそのように考えるきっかけとなったのは、第２クールにオンライン塾と対面塾の先

生方と交流させていただいたことがきっかけです。  

各々が真剣にレポートを書き、中間評価、推敲という fine-tune のサイクルを生み出し、

真の学び合いへとつながっていきました。  

渾身の力を込めて仕上げた成果物が、仲間のアドバイスを受けることによってより質の高

いものに変わってく。  

あの感動は今でも忘れません。  

「これをお互いの教室の生徒同士が実践したら、どのように成長していくのだろう。」  

本田先生も私も期待で胸が膨らみました。  

４月に入り、本田先生と私は定期的にオンライン会議をするようになりました。  

生徒たちの出会いが「レアリア」となるように、交流授業までの道のりを細分化していき

ました。(B 面にて詳述 ) 

定期的にクラスの様子を報告し合い、生徒の作品があれば互いに見せ合う。  

それがお互いの授業に反映され、生徒たちは驚くように成長していきました。  

生徒たちは交流授業までにどのように変化していったのでしょうか。  

 



３  修学旅行レポートの変化  

 ４月中旬、修学旅行が２週間後にせまってきたある日に、私は生徒たちに交流授業の予

告をしました。  

「尚英中と私の親友の教室の生徒さんとオンラインで交流授業を行います」  

生徒たちは初め半信半疑の顔をしていました。  

「先生、それは本気ですか」  

私は生徒たちに伝えました。  

「福島の生徒と東京の生徒がお互いに、英語で修学旅行の思い出やコメントを伝え合えた

ら素敵だね」  

それを聞いた生徒たちの目の色が変わりました。  

交流授業では違う土地に住んでいる同級生が相手です。  

修学旅行の行き先や英語の学習歴も違うため、相手の反応や理解をよく確かめながらわか

りやすく伝える必要があります。  

また相手のレポートを聞いて、すぐにコメントや質問をする力も求められます。  

インフォメーションギャップが生まれ、生徒たちにとってチャレンジングな活動になりま

す。 

生徒たちは、「緊張する」と言いながらも目を輝かせていました。  

 ＧＷ明け、修学旅行を終えた生徒たちは本格的に修学旅行のレポート作りを始めました。 

まずは、各々が伝えたいことをマッピングで整理し、口頭で伝える練習をしました。  

   



あるペアは次のような目標を立てて練習を行っていました。  

 

この中で、多くのペアから振り返りで出ていた言葉が「相手意識」でした。  

クラスメートではなく、「違う土地に住んでいる同級生」が相手になったことで、これまで

以上に練習に熱が入りました。  

尚英中の生徒たちは次のような振り返りをしていました。  

(K さん) 

 

(S さん) 

 

「相手意識」を強く心がけていたのは飛鳥中も同じでした。  

(S くん) 

 

(H さん) 

 



口頭練習が終わると、本格的にレポートの下書きが始まりました。  

下書きをしている生徒たちの口からは次のような言葉が多く出てきました。  

「この表現、飛鳥中の生徒さんに通じるかな」  

「このレポート、興味を持って読んでもらえるかな」  

生徒たちはお互いにアドバイスをしながら、原稿を書き上げていきます。  

クラスメートとお互いの原稿を読み合い、何度も推敲を重ねていきました。  

    

原稿がある程度完成してきたところで、私は次の仕掛けを生徒にしました。  

「飛鳥中の生徒さんに興味をもって読んでもらえるように修学旅行の記事を書いてみよう」 

狙いは 2 つありました。  

①無地のノートに自由に記事を書くことでこだわりを生徒にもってもらう。  

②本田先生や飛鳥中の生徒に記事を読んでもらうことで、モデリングになるようにする。  

ノートに原稿を書くだけでは、生徒たちの創造力は十分に発揮することはできません。  

無地のノートに自由に表現させる。  

優秀作品を評価してもらい、廊下に掲示をする。  



この過程を入れたことで、学年内で学び合いが始まりました。  

モデリングとなる作品を一つだけ掲示し、それに刺激を受けてさらに作品を改良してく。  

交流授業を意識しただけで、生徒たちがどんどん変わっていく。  

特に成長していったのは、これまで書くことに苦手意識があった生徒たちでした。  

(尚英中 H くん) 

 

(尚英中 S くん) 

 

(尚英中 K くん) 

 

(尚英中 H くん) 

 

「伝えたい相手がいる」  

生徒の「主体性」を伸ばすのには私たちがレアリア(＝本物の状況)を用意することが何よ

りも必要なのだと確信しました。  

私はここで塾での学びを回収することができました。  

 途中の段階で自分の現在地を知り、よいモデルに触発された場合、人間はパッとスイッチが

入り、一気にこだわりを持って取り組むようになり、質がみるみる高まっていきます。（塾長） 



こうして完成した修学旅行レポート、廊下に貼られた作品の周りには、生徒が集まる日々

が続きました。  

(作品を鑑賞しコメントし合う尚英中の生徒たち)         

   

(ある生徒の作品 ) 

       

     



4 コメントや質疑応答の練習での学び合い  

 レポートを完成させてからは、「相手にわかりやすく伝える」「即興でコメントや質問を

する」練習を行いました。  

本田先生と練習方法のアイディアを出し合いました。  

特に意識したことは、「伝え方」「内容」「即興コメントや質問」の３つでした。  

「伝え方」については、交流授業で画面越しに映っている相手のことを生徒たちは意識し

ました。  

目線が下に落ちていないか、聞き手のペースに合わせて話せているか、難しい言い回しを

していないか。  

生徒たちは何度も練習で確認をしました。  

(尚英中 C くん) 

 

(飛鳥中 N さん) 

 

(飛鳥中 Y くん) 

 



「内容」についても、自分の伝えたいことだけを話していては、聞き手は楽しめません。  

お互いに異なった場所を訪問しているため、それを考慮する必要がありました。  

特に、飛鳥中の生徒のアンケートからは準備の入念さが伝わってきました。  

(尚英中 I さん) 

 

(飛鳥中 S くん) 

 

(飛鳥中 K さん) 

 

最後に、どちらの学校も一番入念に準備した「即興コメントや質問」についてです。  

互いになじみのない場所や経験に対して即興でコメントをする。  

相手の発言をマッピングで整理し、質問を考えている。  

普段の学びがいかされる場面です。  

本田先生とは事前にお互いの生徒の書いたレポートを送り合っていたため、お互いにアレ

ンジして、生徒にコメントや質問を作る練習を効率よく行うことができました。  

以下が、互いにアレンジして授業で使用したワークシートの一部です。  



    

生徒たちは交流相手を想定して役割練習をしたり、コメントや質問をノートに書いて、お

互いにアドバイスをしていました。  

また、自分の書いたコメントを読んでほしいとノートを提出してくる生徒が急増しました。 

提出物を強制しなくとも、「伝えたい」という強い意志があれば、生徒は自ら行動すること

を学びました。  

(尚英中の生徒のコメント練習より ) 

 

コメントや質問をその場で言ったり書いたりする力は一朝一夕には伸びません。  

生徒たちは交流授業に向けての準備の中で次のようなことを感じていたのでした。  



(コメントや質問の練習を通して生徒たちが感じたこと ) 

(尚英中 C くん) 

 

(飛鳥中 U さん) 

 

(尚英中 H さん) 

 

5 交流授業を終えて今後の課題  

交流授業が終わったあとの生徒は、興奮冷めやらぬ状態でした。  

「○○さんの発音がすごかったです」  

「もっといろいろな人と話してみたいです」  

「週に１回こういう授業をやってほしいです」  

「即興のコメントがうまくできなかったので、もう一度挑戦したいです」  

生徒の口からこれらのコメントがでてきたことは、本田先生と本番に向けて計画を緻密に

練っていったことが理由に挙げられます。  



いきなり交流授業をしたら、生徒は緊張して上手く話すことができません。  

また、相手の発言が自分ごとにならないことも考えられます。  

事前に英詩や手紙を送り合いお互いのことを知ったことで、生徒のやる気に火がついたの

でした。(B 面にて詳述 ) 

本田先生と私は今回の交流授業で一つの答えにたどり着くことができました。  

「同じ教科書を使って、同じような学習歴がある。そんな教室の生徒同士がつながって授

業をしたら、それがレアリアになるね。」  

真剣に考えたことを、違う土地に住む同級生と英語で伝えあう。  

それだけで生徒たちはこれほどまでに夢中になることを私たちは実感しました。  

まさに生徒たちにとって本物の「目的・場面・状況」となったのでした。  

学びを自身の学級だけでとどめるのでなく、勇気を出して他の教室とつないでみる。それ

によって生徒たちの「主体的に学習に取り組む態度」に変化がもたらされたのでした。  

飛鳥中の生徒さんの感想を紹介します。  

 

 

 



 一方、交流授業を行うことで、必ず自身の授業の弱点が見えてきます。  

生徒が記述アンケートで述べていた弱点は、まさに私たちの授業を評価するものであると

考えています。  

尚英中の生徒は、まだ即興のコメントや、疑問文で相手を巻き込むことに自信を持つこと

ができていません  

 

 

 

 

 

 

 

 即興のやり取りを指導する際に、私はインタビューマッピングを取り入れてきました。  

これによって生徒は様々な疑問文の作り方を学んだと思い込んでいました。  

しかし一部の生徒ができるようになったと錯覚していただけで、多くの生徒を見逃してい

たのかもしれません。  



モデリングや中間指導がクラスの全員にとって有効なものであったかと聞かれれば、まだ

不十分なところも多くあります。  

２学期はディベートを題材に、飛鳥中と交流授業を行います。  

その際、生徒には更なる質問力や即興性が要求されます。  

本田先生と私は以下の２つのことを実践し、生徒の更なる成長をサポートしていきます。  

①リレーノート(オンラインドキュメント )でお互いの教室をつなぐ  

生徒が自己決定した話題でやりとりを続けていけば、即興で意見やコメントを書くこと

も苦になりません。  

生徒はやりとりを楽しみながら力を伸ばしていくことができます  

②定期的にオンラインで教室をつなぐ  

 今回の交流授業で、お互いの教室をつないで授業する感覚をつかむことができました。  

B 面の本田先生のレポートにあるように、様々なトピックで話した経験が生徒の自信につ

ながっていきます。  

オンライン授業を特別なものとして捉えるのでなく、特定の練習の時間につないでお互い

を高めていくことにも応用することができます。  

６  おわりに  

中嶋塾を卒業する間近に、「成果物は何のためにあるのか」という質問の謎解きをしまし

た。今でも中嶋先生がおっしゃっていた言葉を忘れません。  

「成果物は誰かの幸せを考えながら作るもの」  

「成果物は次の世代への贈り物として、毎年改良を重ねていくもの」  

成果物はすべて人の幸せや人の成長のために作っていくものだと私は学ばせていただきま

した。  

生徒の感想の中から、人を思いやる言葉、誰かに感謝をする言葉が出てきたことが、  



この交流授業を通しての一番の収穫であったと考えています。  

交流授業をすることは、自身の教室の実態をさらけ出すことになります。  

しかし、パートナーと入念に準備をして交流授業を迎えるようにすることで、「理論武装」

ができるようになります。  

それこそが令和型指導案を作成する際に学ばせていたことだと考えています。  

交流授業を一過性のものにするのではなく、学びを教室外に広げ、生徒の主体性を高めて

いく有効な手段として、今後も続けていきます。  

B 面では本田先生が、今回の交流授業の舞台裏について詳述していきます。  


